
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年６月 29 日 

小田原市立酒匂幼稚園 

園 長  向 笠  弘 子 

ツバメのひなが巣立ち鳴き声が聞こえなくなりましたが、子どもたちの元気な声が園に響いています。 

ある日、お子さんを送り家に帰る保護者の方に、「自転車が寂しそうですね。」とお話しすると「今送ったばかりな

のに、もう会いたいです。」という声が返ってきました。保護者の方のお子さんを思う気持ちを大切に、私たち職員 

も『心を込めて子どもたち一人一人に関わっていかなければ！』という思いを新たにしました。今月も、子どもたち

や保護者の皆さんの声に耳を傾けながら、充実した園生活を創っていきたいと思います。 

ホースのシャワーで水の感触を楽しんだり、「流しソー

メンやりたい！」と水が流れるように試行錯誤したり、

そだてやさん（畑）ではジャガイモやイチゴやキュウリ

の収穫時を考え、収穫を楽みながら量や大きさに気付

いたりなど、好奇心や探求心にあふれていました。他に

もリレーやショーごっこなど様々な活動が園生活の中

で繰り広げられています。友達や教師と一緒に創り出

した活動の中から、『おうちの人に見てもらいたい。』と

いう気持ちになったものが運動会になると良いと考え

ています。例年とは違い、子どもたちが自分の思いを出

し、友達と考えを合わせ創り出す運動会。その過程と当

日を温かく見守ってください。新型コロナウイルス感

染症対策の中での運動会。安心・安全と子どもたちの学

びを最優先に考えていきます。詳細が決まるまで、しば

らくお待ちください。 

6 月の子どもの姿から 幼稚園関係者委員会より 

6 月号の園だよりでお知らせいたしました『幼稚園関係
者委員会』を、書面で開催いたしました。関係者委員の
皆様より次のようなご意見をいただきました。 
〇幼稚園の経営計画は小学校と共通するところが多
く、幼保小中の12年間で子どもたちを育てるうえで、
とても大切であると思いました。 

〇酒匂学区は地域の教育力が高く、よき理解者・よき協
力者が多くいられると思います。幼稚園での「豊かな
心を育てる」経験が小中学校でも生きてくるので、一
度見学してみたいです。 

〇家庭や地域といかに連携していくか協力を得るか、
学区や小田原を誇りに思う気持ちをいかに育てるか
等について、取り組み内容を詳しく知りたいです。 

〇災害対策として自分の目で見ることで実感できるこ
とがあると思うので、遠足を兼ねて海や川へ行って
みるのも良いのではと思います。 

〇『そだてやさん』（畑）は、植物の生長を自ら体験す
ることで、優しさが育まれています。今後も継続して
ほしいと思います。 

〇コロナ禍で、PTA として何ができるのか、園と相談し
ながら、子どもたちにより良い環境をつくってあげ
たいと思います。 

いただいたご意見を基に、より良い教育活動ができる
よう保護者の皆さんのお力もお借りしながら改善をし
ていきたいと思います。これからもご理解ご協力をお
願いいたします。ご意見を届けてくださった関係者委
員の皆様、ありがとうございました。 

酒匂７区自治会から、マスクの寄付がありました。4月
から、子どもたちのためにマスクの寄付をしてくださ
る沢山の地域の方に感謝の気持ちでいっぱいです。 

地域の方の温かい心遣い 

さくら組７月のおだわらっ子の約束 

早寝早起きして朝ごはんを食べます 

さかわようちえんだより～7月号～ 
さ：最後までがんばる子 か：感じる心をもった子 

わ：わくわくしながらチャレンジする子 

マスクの着用で、例年より熱中症にかかりやすいと言

われています。そこで、園医の古藤先生にご指導いただ

きました。 

〇マスクについては、子どもたちはくっついて生活す

ることが多いので外さない方がよい。 

〇飲み物に関しては、大量の汗をかかないのであれば、

ミネラルを含む麦茶で水分補給をすると良い。 

園では、水筒に入れる飲み物は、麦茶をお勧めします。

その際、腐敗等の心配があるので水筒はしっかり洗っ

てください。ご協力よろしくお願いいたします。 

ほし組７月のおだわらっ子の約束 

ありがとう・ごめんなさいを言います 
うみ組７月のおだわらっ子の約束 

優しい心で みんなと仲良くします 

地域の方の温かい心 

熱中症対策について 

流しソーメン！素材がペット 

ボトルから竹に変化！ 

本物目指して頑張っています。 


